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 「何から始めよう？」 
ライオンズクエスト委員長として、あるいはクラブ会員としてライオンズ

クエストを支援することは、健全で責任感のある若者を育てるだけでな

く、地域全体の益につながります。以下は、ライオンズクエストで学校、

家庭、地域をつなぐという大変な、しかし価値ある取り組みを始めるため

の、最初のステップをまとめたものです。 
 

 

 
 

� プログラムについてプログラムについてプログラムについてプログラムについて知知知知るるるる。。。。    

� ライオンズクエストにライオンズクエストにライオンズクエストにライオンズクエストに電話電話電話電話（（（（00-1-630-468-6965））））をするか、マシュー・キーファーに Eメール 
（matthew.kiefer@lionsclubs.org）で問い合わせ、パンフレット、DVD、オンライン研修のパスワードなどを入手し
てください。 

� www.lions-quest.orgで、オンライン研修が受講できます（英語のみ）。 
� ウェブサイトを見て、ライオンズクエストが自分の国ですでに実施されているか調べましょう。実施されている場

合は、LCIFが各国の責任者や関係者をご紹介します。 
� ウェブサイトでは、「Resource Library（資料室）」を見たり、ライオンズクエストの Eニュースレターの定期購読
に登録したりすることができます。 

� ワークショップに参加しましょう。ライオンズ会員は、教師用ワークショップに世界中どこでも無料で参加するこ

とができます。LCIFでは世界各地のワークショップの予定を把握しています。また、各国のライオンズクエスト責
任者もご紹介します。   

� ライオンズクエスト委員長、または地区ガバナーに相談しましょう。   

� 活動活動活動活動のののの輪輪輪輪をををを広広広広げるげるげるげる。。。。    
� 自分自身やクラブ会員の知り合いに、教員や教育委員、その他地域有力者がいますか？知人から始めるのが一番の

近道です。プログラムを紹介し、プレゼンテーションをさせてもらいましょう。 
� 紹介先に渡せるライオンズクエストの資料が用意されています。LCIFに連絡し、取り寄せてください。 
� ライオンズクエスト普及促進の交付金の申請をご検討ください。この 1,000ドルの交付金は、ライオンズ会員や教
員、地域住民を対象としたミニ・ワークショップの開催など、プログラムの振興や、パイロット・プログラムの補

助金として使うことができます。申請書は、ライオンズクエストのウェブサイトよりダウンロードできます。 
� 地区でライオンズクエスト実行委員会を結成することに興味を持つクラブや地域住民に声をかけましょう。 

� 使使使使えるえるえるえる資料資料資料資料をををを活用活用活用活用するするするする。。。。    
� LCIFでは、質問の受付け、資料の配布、様々な支援を行っています。 
� ライオンズクエストは、責任者との連絡を喜んでお手伝いします。一人でする必要はありません。私たちが協力し

ます！   
� 国際大会、エリアフォーラム、複合地区／地区大会やフォーラムなどのライオンズクエスト・セッションに参加し

ましょう。   

� ワークショップをワークショップをワークショップをワークショップを開開開開くくくく。。。。    
� ライオンズクエストは、四大交付金の交付対象です。より詳しい情報は、www.lionsclubs.orgからどうぞ。 

� ライオンズクエスト、関心を示している学校や地域団体、協力的なライオンズクラブなどと連携して、教員向けの

研修会を企画しましょう。ライオンズクエストが、講師を手配し、書類作成や日程調整などをお手伝いします。 
� ライオンズは、多くの方法でプログラムを支援することができます。ワークショップや教材の資金援助、ワークシ

ョップ中の講師の移動や宿泊の手配、ワークショップ参加者の食事の提供などはその一例です。 

� 事後事後事後事後のサポートのサポートのサポートのサポートをするをするをするをする。。。。    
� 教職員と協力して、地域奉仕事業を企画することができます。 
� ライオンズクエスト事業に関する記事や広告などを作成し、地元の報道機関やライオンズの出版物などに掲載する

とよいでしょう。  
� 学校とライオンズクエストの間の連絡員となり、研修を受けた教職員との連絡を保ちましょう。質問に答えられる

ようにしておき、また評価に関する情報を集めます。 
� クラブやキャビネットの会合に教職員や生徒を招き、ライオンズクエストの成功について話してもらいましょう！ 
� プログラムを維持するための地元の資金源を見つけられるよう、クラブ会員の協力を求めましょう。 
� クラブ例会に学校関係者が招かれて体験談を話すたびに、苦労の成果を噛みしめてください。 


